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西部地区五大学連携共同開講科目「博多学」 

 

１．「博多学」とは 

共同開講科目「博多学」は、九州大学、西南学院大学、中村学園大学、福岡歯科大学、福岡大

学の五つの大学で構成する西部地区五大学連携懇話会において、五大学がそれぞれの得意分野を

持ち寄り、ふるさとを愛する心を育む教養教育を実施したいという趣旨のもと、平成２２年度か

ら開講され、これまで６００名超の学生が履修してきました。 

「博多学」は、学生の皆さんが、今まさに学んでいる土地が、どのような場であるのかを学び、

地域に関する知識（歴史、文化など）や、地域で行われていること（習慣など）を知ることで、地

域に対する誇りを再確認することにつなげ、さらにその誇りをグローバルに生きる「国際人」の自

信としてもらうことを目的としています。そのため、この科目では①「博多」の魅力を自分の言葉

で伝えることができるようになること、②地域を見つめる際にいろいろな視点が存在することを知

ること、を学習目標としています。 

また、「博多学」では五大学の学生同士が同じ場所で学んで議論し、多様な見方に触れることがで

きるのも大きな魅力の一つです。この機会に是非「博多学」を履修してみてください。 
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２．「博多学」の履修形態 博多学の履修は、現地見学と集中講義の二つで構成されています。受講生は全

４回実施される現地見学についていずれかの１回へ参加するとともに、３日間に開講される集中講義を受けることにな

ります（いずれもレポートを課します）。また、最後に最終課題として、この「博多学」で何を学んだかについて、レポ

ートを課します。 

 ＜平成２９年度の例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４／２２（土） 

鴻臚館 

福岡市博物館 

５／１３（土） 

筥崎宮 

東林寺 

５／２０（土） 

櫛田神社 

博多町家ふるさと館 

はかた伝統工芸館 

ドージャー記念館 

元寇防塁跡 

５／２７（土） 

紅葉八幡宮 

高取焼味楽窯 

博多の食と文化の博物館

（ハクハク） 

現地見学 

※どれか１日を選択して受講し、レポートを提出 

集中講義（平成２９年度は２日間で実施） 

８月１７日（木） 

・オリエンテーション 

・博多の郷土料理と食文化①・② 

・博多（福岡市内）で何故、都市型水害が頻発するのか？その解決方法は？ 

・博多湾の水質環境について、「豊かな博多湾の再生を目指して」 

８月２３日（水） 

・中世の博多と東アジア 

・1800 年ころ 古地図のなかの福岡・博多 

・明治初頭の博多における社会的結合と町 

・博多湾周辺の自然（「漂着物学」と「ネコ学」） 

・グループディスカッション 

 

※90 分×９コマ 受講した科目毎にレポートを提出 

＋ 

ドージャー記念館 

鴻臚館 

ドージャー記念館 

筥崎宮 

＋ 

 
最終課題（レポート） 

ハクハク 



3 
 

３．これまでの「博多学」 

【実施日程】 

実施年度 実   施   日   程 

平成 22 年度 
実地見学：5/8（土）、5/15（土）、5/22（土） 

集中講義：8/18（水）～8/20（金） 計 13 時間 30 分 

平成 23 年度 
実地見学：4/23（土）、5/14（土）、5/21（土） 

集中講義：6/11（土）、6/18（土）、6/25（土） 計 13 時間 30 分 

平成 24 年度 
実地見学：4/14（土）、4/21（土）、4/28（土）、5/12（土） 

集中講義：8/8（水）～8/9（木） 計 13 時間 

平成 25 年度 
実地見学：4/13（土）、4/20（土）、4/27（土）、5/11（土） 

集中講義：8/5（月）～8/7（水） 計 13 時間 30 分 

平成 26 年度 
実地見学：4/26（土）、5/10（土）、5/17（土）、5/24（土） 

集中講義：8/18（月）～8/20（水） 計 13 時間 30 分 

平成 2７年度 
実地見学：4/2５（土）、5/９（土）、5/1６（土）、5/2３（土） 

集中講義：8/1７（月）～8/１９（水） 計 13 時間 30 分 

平成 28 年度 
実地見学：4/２３（土）、5/７（土）、5/１４（土）、5/２１（土） 

集中講義：8/２２（月）～8/２４（水） 計 13 時間 30 分 

平成 29 年度 
実地見学：4/２２（土）、5/１３（土）、5/２０（土）、5/２７（土） 

集中講義：8/１７（木）、8/２３（水） 計 13 時間 30 分 
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【実地見学】 

実施年度 実  地  見  学  場  所 

平成 22 年度 ①鴻臚館遺跡・筥崎宮、②東長寺・博多町家ふるさと館、③福岡市博物館 

平成 23 年度 
①福岡市博物館、②はかた伝統工芸館・博多町家ふるさと館・聖福寺、③鴻

臚館遺跡、筥崎宮 

平成 24 年度 

①福岡市博物館、②はかた伝統工芸館・博多町家ふるさと館・東長寺、③西

南学院大学博物館・元寇防塁跡・高取焼窯元・紅葉八幡宮、④鴻臚館遺跡・

筥崎宮 

平成 25 年度 

①鴻臚館・福岡城、②はかた伝統工芸館・博多町家ふるさと館・聖福寺、③

西南学院大学博物館・元寇防塁跡・紅葉八幡宮・高取焼窯元、④町屋・博多

曲物・筥崎宮 

平成 26 年度 

①鴻臚館・福岡市博物館、②はかた伝統工芸館・博多町家ふるさと館・東長

寺、③筥崎宮・博多の食と文化物館、④西南学院大学博物館・元寇防塁跡・

紅葉八幡宮・高取焼窯元 

平成 27 年度 

①鴻臚館・福岡市博物館、②博多町家ふるさと館・はかた伝統工芸館・東林

寺筥崎宮・福岡市博物館、③筥崎宮・博多の食と文化物館、④西南学院大学

博物館・元寇防塁跡・紅葉八幡宮・高取焼窯元 

平成 28 年度 

①鴻臚館・博多の食と文化物館、②筥崎宮・福岡市博物館、③博多町家ふる

さと館・はかた伝統工芸館・東林寺、④西南学院大学博物館・元寇防塁跡・

紅葉八幡宮・高取焼窯元 

平成 29 年度 

①鴻臚館・福岡市博物館、②筥崎宮・東林寺、③櫛田神社・博多町家ふるさ

と館・はかた伝統工芸館・西南学院大学博物館・元寇防塁跡、④紅葉八幡宮・

高取焼窯元、博多の食と文化の博物館（ハクハク） 

  



5 
 

【集中講義】 

＜平成２２年度＞ 

講   義   内   容 

渡辺亮一 准教授 

（福岡大学） 

博多の水辺から学ぶ－博多湾（博多は潟地の地名である） 

福岡は太古の昔から大陸との交易の窓口として日本の重要な拠点であり続

けています。博多湾はその中でも、特に重要な水辺です。私たちが今見てい

る博多湾にどのような問題が潜んでいるかを、博多湾の現状と開発の歴史を

振り返りながら講義を進めていき、博多湾のどこに問題があるのかを学んで

もらい、福岡市の水事情（海水淡水化プラント・渇水）についても理解をし

てもらう。 

博多の水辺から学ぶ－福岡市内（内陸編） 

福岡都市圏では、近年、大雨のたびに都市型水害が頻発している。今年７月、

福岡市内においても、時間 100mm を超える降雨を観測し、刻な浸水被害

を引き起こしている。このような都市型水害が何故、頻発するようになった

か？を様々な角度から検証し、今後、都市型水害の抑制に関して何が有効で

あるかを話します。また、同時に福岡市内の川の環境についても様々な視点

から問題点を検証していき、理解を深めてもらう。 

磯 望 教授 

（西南学院大学） 

博多湾の自然－海岸線の変動と環境変動 

博多湾の海岸線は海水準変化などに対応して、先史時代から歴史時代にかけ

て少なからず変化してきた。ここでは考古学的調査や古地図などを用いて、

先史時代から現在までの博多湾の海岸線の変化を検証し、地球規模の環境変

動との関連性などについて考えたい。 

高倉洋彰 教授 

（西南学院大学） 

大宰府から博多へ 

那津官家から大宰府へ、大宰府と鴻臚館、鴻臚中島館の役割、国際港湾都市

としての博多津と大唐街 

森 泰男 教授 

（西南学院大学） 

博多におけるキリスト教の足跡を訪ねて 

博多は昔から東アジアの各地と密接に結びついてきた国際都市です。したが

って、ユーラシア大陸の先進的文化（稲作や禅宗、など）はいち早く博多に

紹介されました。キリスト教はまさに国際的・世界的な教えであって、多く

の人々の印象とはまったく逆に、国際都市博多によく似合うのです。あるい

は、国際都市博多は世界的・グローバルなキリスト教とよく似合うのです。 

キリスト教と博多の出会いの１つは大航海時代の波に乗ってやってきたカ

トリック・キリスト教です。国際港博多におけるキリシタン（たとえば、フ

ランシスコ・ザヴィエルや他の宣教師たち）の足跡はあるのでしょうか。し

かし、もっと確かなのは、福岡の歴史とともに始まった黒田如水と彼に随っ

てやってきたキリシタンの歴史です。キリスト教禁教の時代の黒田藩におけ
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るキリシタンの後裔たちの足跡はどこまでたどれるのでしょうか。もう１つ

の大きな出会いは幕末・明治初期におけるプロテスタントの宣教師の活躍と

ともに始まりました。博多・福岡におけるキリスト教の足跡は多くなり、歴

史の中に鮮やかに刻み込まれています。古い教会の歴史、福岡女学院や西南

学院などのキリスト教学校の存在感（プレゼンス）は博多を考えるときには

外せないテーマです。６０分の講義では、どこまでやれるかわかりませんが、

西公園を中心にキリスト教の足跡を訪ねてみたいと考えています。私よりも

ずっと詳しい方もおられることでしょう。そのような方から「講師」の蒙を

啓いていただければ幸いです。とにかく探訪の旅を楽しく分かち合いたいと

今から楽しみにしています。 

松隈紀生 教授 

（中村学園大学短期大学部） 

博多の郷土料理と食文化① 

博多の正月料理（博多雑煮、がめ煮、ぬたえ、七草汁）、博多の春の料理（シ

ロウオ、ひなまつり、タイ飯、あぶってかも）、博多の夏の料理（アジの博

多おし、あちゃら漬け、タラワタ）、博多のまつりと料理（どんたく、山笠、

放生会） 

博多の郷土料理と食文化② 

博多の秋の料理（ごまサバ、カマスの姿鮨、だご汁）、博多の冬の料理（鶏

の水炊き、もつ鍋、鶏ちり、イワシの湯豆腐、鍋具、せんぶきまげ）、博多の

朝ご飯（おきゅうと、高菜の油炒め）、博多のおもてなし料理（吸い物膳）、

昔ながらのおやつ 

南 博文 教授 

（九州大学） 

博多とアジアの屋台文化 

全国でも珍しく屋台が続いて都市アイデンティティの一つとなっている博

多の商都性について、アジアの屋台文化という文脈から捉え、アジア都市の

深層空間を理解する心理学的アプローチについてお話しする。 

髙山倫明  教授 

（九州大学） 

博多方言の歴史 

音韻・アクセント・語彙・語法の諸点から、日本語史上における博多方言の

位置づけを行う。 
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＜平成２３年度＞ 

講   義   内   容 

佐伯弘次 教授 

（九州大学） 

博多と外来文化 

古くから大陸との交流の窓口であった博多は、さまざまな文化が交錯する場

所であった。それらの中には、今日の博多に定着しているものもある。中世

という時代を中心に、喫茶・家屋・産業等の生活文化、出版文化、仏教やキ

リスト教といった宗教文化などが、博多にいかに受け入れられ、今日にいた

っているかを考えたい。 

磯 望 教授 

（西南学院大学） 

博多湾と博多の海岸線と地形の変化 

博多湾の海岸線は海水準変化などに対応して、先史時代から歴史時代にかけ

て少なからず変化してきた。ここでは考古学的調査・古地図・地形調査など

を利用して明らかになった、先史時代から現在までの博多湾の海岸線と博多

の地形について検証し、都市基盤としての博多の形成と地球規模の環境変動

との関連性などについて報告する。 

高倉洋彰 教授 

（西南学院大学） 

古代の博多－奴国と儺県－ 

紀元 57 年に奴国王が「漢委奴国王」金印を後漢光武帝から下賜されたこと

はよく知られている。この場合の「国王」は中国に属さない周辺民族に与え

た非常勤の官職で、奴国の王の地位を認めたのではなく、後漢の官僚として

奴国の支配に当たったことを意味する。ここでいう奴国は後の儺県（なのあ

がた）や那津（なのつ）と「ナ」が通じており、金印の出土もあって福岡平

野のことと考えて問題ない。さて、『魏志』倭人伝によれば、女王卑弥呼の

大使として難升米という人物が派遣されている。後に、魏は戦争のときに先

頭に掲げ魏軍であることを表示する「黄幢」を授与するが、それは卑弥呼に

ではなく、難升米に対してであった。 

ここに難升米の実像が垣間見えてくる。そこで奴国王と難升米の問題を検討

することにする。 

菊地成朋 教授 

（九州大学） 

博多祇園山笠と都市空間 

都市祭礼としての山笠を解説し、それを手掛かりとして博多の町の成り立ち

と空間特性について論じる。 

松隈紀生 教授 

（中村学園大学短期大学部） 

博多の郷土料理と食文化① 

博多の正月料理（博多雑煮、がめ煮、ぬたえ、七草汁）、博多の春の料理（シ

ロウオ、ひなまつり、タイ飯、あぶってかも）、博多の夏の料理（アジの博

多おし、あちゃら漬け、タラワタ）、博多のまつりと料理（どんたく、山笠、

放生会） 

博多の郷土料理と食文化② 

博多の秋の料理（ごまサバ、カマスの姿鮨、だご汁）、博多の冬の料理（鶏
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の水炊き、もつ鍋、鶏ちり、イワシの湯豆腐、鍋具、せんぶきまげ）、博多の

朝ご飯（おきゅうと、高菜の油炒め）、博多のおもてなし料理（吸い物膳）、

昔ながらのおやつ 

渡辺亮一 准教授 

（福岡大学） 

博多（福岡市内）で何故、都市型水害が頻発するのか？その傾向と対策 

福岡市内で毎年のように発生している都市型水害の発生メカニズムとその

対処法についてお話します。 

博多湾の水質環境について、「豊かな博多湾の再生を目指して」 

博多を流れる川がすべて流れ込む博多湾に関して、現状の問題点とその解決

策について解説を行い、豊かな博多湾の再生のために何が必要かをお話しし

ます。 
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＜平成２４年度＞  

講   義   内   容 

松隈紀生 教授 

（中村学園大学短期大学部） 

博多の郷土料理と食文化① 

博多の正月料理（博多雑煮、がめ煮,ぬたえ、七草汁）、博多の春の料理（シ

ロウオ、ひなまつり、タイ飯、あぶってかも）、博多の夏の料理（アジの博

多おし、あちゃら漬け、タラワタ）、博多のまつりと料理（どんたく、山笠、

放生会） 

博多の郷土料理と食文化② 

博多の秋の料理（ごまサバ、カマスの姿鮨、だご汁）、博多の冬の料理（鶏

の水炊き、もつ鍋、鶏ちり、イワシの湯豆腐、鍋具、せんぶきまげ）、博多の

朝ご飯（おきゅうと、高菜の油炒め）、博多のおもてなし料理（吸い物膳）、

昔ながらのおやつ 

料理のデモンストレーション 

渡辺亮一 准教授 

（福岡大学） 

博多(福岡市内)で何故、都市型水害が頻発するのか？その傾向と対策 

福岡市内で毎年のように発生している都市型水害の発生メカニズムとその

対処法についてお話します。また、新たに考案した雨水利用実験住宅につい

て、どの程度の効果を発揮するかについて詳しく説明します。 

博多湾の水質環境について、「豊かな博多湾の再生を目指して」 

博多を流れる川がすべて流れ込む博多湾に関して、現状の問題点とその解決

策について解説を行い、豊かな博多湾の再生のために何が必要かをお話しし

ます。 

磯 望 教授 

（西南学院大学） 

博多の地形の成り立ちと自然災害予測 

博多湾周辺の地形は、地球規模の気候変動に伴う海水準変化、那珂川などの

河川の作用、博多に居住した人々の働きなどにより、最終氷期以降の先史時

代・歴史時代を通して少なからず変化してきた。ここでは博多湾を含めた博

多の地形の変化について解説するとともに、警固断層などの地殻変動に伴う

地形変化と災害予測についても合わせて報告する。 

高倉洋彰 教授 

（西南学院大学） 

古代の博多から近世～現代の福岡へ 

紀元 57 年に奴国王が「漢委奴国王」金印を後漢光武帝から下賜されたこと

はよく知られているが、ここでいう奴国は後の儺県（なのあがた）や那津（な

のつ）と「ナ」が通じており、金印の出土もあって福岡平野のことと考えて

問題ない。さて、『魏志』倭人伝によれば、女王卑弥呼の大使として難升米

という人物が派遣されている。後に、魏は戦争のときに先頭に掲げ魏軍であ

ることを表示する「黄幢」を授与するが、それは卑弥呼にではなく、難升米
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に対してであった。難升米は「儺」升米のことと考えられ、日本列島におけ

る奴国（儺県、那津）の占める重要性が示されている。その役割は一時平野

奥部の大宰府に移ることもあったが、鴻臚中島館を核として、港湾都市博多

としてよみがえる。現在も九州の中心として対外交流の拠点となっている博

多・福岡の歴史を考えてみることにする。 

飯嶋秀治 准教授 

（九州大学） 

博多・民俗・福の民 

商業の都とされる博多の現在は、数多くの人々と歴史に支えられている。今

講義では博多に生まれ暮らし、鬼籍入りするまでを支える人々を紹介する。

特に、春の風物詩節分祭と、冬の風物詩福博せいもん払いの２つの年中行事

の近代史を見ることで、歴史的深みも背景に入れて頂ければと思う。 

遠城明雄 教授 

（九州大学） 

博多祇園山笠からみた博多の近現代 

今日、博多祇園山笠は福岡市を代表する祭礼となりましたが、その姿や組織

は時代とともに変化してきました。この講義では、山笠をめぐるいくつかの

出来事を通して、明治期から現在にいたる博多の日常生活や社会関係、町組

織の変遷について考えたいと思います。 
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＜平成２５年度＞ 

講   義   内   容 

宮本一夫 教授 

（九州大学） 

先史・古代から中世の博多：対外交流の拠点という視点から 

博多は、古墳時代前期の博多遺跡群、古代の那津館家、中世の博多津唐房や

鎮西探題、織豊期の太閤町割に至るまで、対外交流や対外交易の拠点として

栄えてきた。先史から中世末に至るまでの博多を対外交流の拠点という視点

から、各時代に見られる博多の遺跡の特徴やその歴史的位置づけを説明しつ

つ、現代に至る博多・福岡の歴史的な役割や意味を考えてみたい。 

柴田 建 助教 

（九州大学） 

商都博多の現在 

武士の町である福岡に対して、博多は商人の町として栄えてきた。しかし現

在、その中核を担っていた伝統的町家はほぼ姿を消してしまっている。ショ

ッピングモール、古ビルのリノベーション等の新しい博多の商空間につい

て、世界各地の事例も交えながら紹介し、商都博多の新たな像を描きだす。 

磯 望 教授 

（西南学院大学） 

博多の地形の成り立ちと自然災害予測 

博多の大博通りを歩くと、平坦ではなく少し起伏がある。この講義では、縄

文海進から現在にかけて、地形に起伏が生じたプロセスを検討し、海水準な

どの環境変動と人の営みの関係を考察する。また、最新の警固断層調査結果

を踏まえ、警固断層や水害の地形形成へ果たしている意義について、予測も

踏まえて報告する。 

宮崎克則 教授 

（西南学院大学） 

1800 年ころ 古地図のなかの福岡・博多 

福岡藩家老の三奈木黒田家に伝来した「福岡城下町・博多・近隣古図」は、

縦 223 ㎝×横 226 ㎝の大きさであり、江戸時代後半の福岡・博多の様子

を描いています。これには、和歌なども書き込まれ、福岡・博多の歴史や文

化に関する豊富な記述があり、侍屋敷には武士の名前、さらに一部には石高

や家紋まで書き込まれています。 

博多は中世期より中国や朝鮮との貿易を通して栄え、島井宗室や神屋宗湛な

ど多くの商人を生み出す貿易都市として繁栄していました。福岡は、慶長 5 

年（1600）の関ヶ原戦の後、豊前中津から移ってきた黒田長政によって建

設された新都市です。絵図を読み解き、併せて福岡・博多の変遷を考えてい

きます。 

松隈紀生 教授 

（中村学園大学短期大学部） 

博多の郷土料理と食文化① 

博多の正月料理（博多雑煮、がめ煮、ぬたえ、七草汁）、博多の春の料理（シ

ロウオ、ひなまつり、タイ飯、あぶってかも）、博多の夏の料理（アジの博

多おし、あちゃら漬け、タラワタ）、博多のまつりと料理（どんたく、山笠、

放生会） 
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博多の郷土料理と食文化② 

博多の秋の料理（ごまサバ、カマスの姿鮨、だご汁）、博多の冬の料理（鶏

の水炊き、もつ鍋、鶏ちり、イワシの湯豆腐、鍋具、せんぶきまげ）、博多の

朝ご飯（おきゅうと、高菜の油炒め）、博多のおもてなし料理（吸い物膳）、

昔ながらのおやつ 

渡辺亮一 准教授 

（福岡大学） 

博多(福岡市内)で何故、都市型水害が頻発するのか？その傾向と対策 

福岡市内で毎年のように発生している都市型水害の発生メカニズムとその

対処法についてお話します。 また、新たに考案した雨水利用実験住宅につ

いて、どの程度の効果を発揮するかについて詳しく説明します。 

博多湾の水質環境について、「豊かな博多湾の再生を目指して」 

博多を流れる川がすべて流れ込む博多湾に関して、現状の問題点とその解決

策について解説を行い、豊かな博多湾の再生のために何が必要かをお話しし

ます。 
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＜平成２６年度＞ 

講   義   内   容 

宮崎克則 教授 

（西南学院大学） 

1800 年ころ 古地図のなかの福岡・博多 

福岡藩家老の三奈木黒田家に伝来した「福岡城下町・博多・近隣古図」は、

縦 223 ㎝×横 226 ㎝の大きさであり、江戸時代後半の福岡・博多の様子

を描いています。これには、和歌なども書き込まれ、福岡・博多の歴史や文

化に関する豊富な記述があり、侍屋敷には武士の名前、さらに一部には石高

や家紋まで書き込まれています。 

博多は中世期より中国や朝鮮との貿易を通して栄え、島井宗室や神屋宗湛な

ど多くの商人を生み出す貿易都市として繁栄していました。福岡は、慶長 5

年（1600）の関ヶ原戦の後、豊前中津から移ってきた黒田長政によって建

設された新都市です。絵図を読み解き、併せて福岡・博多の変遷を考えてい

きます。 

渡辺亮一 准教授 

（福岡大学） 

博多 (福岡市内)で何故、都市型水害が頻発するのか？その傾向と対策 

福岡市内で毎年のように発生している都市型水害の発生メカニズムとその

対処法についてお話します。 また、新たに考案した雨水利用実験住宅につ

いて、どの程度の効果を発揮するかについて詳しく説明します。 

博多湾の水質環境について、「豊かな再生を目指して」 

博多を流れる川がすべて流れ込む博多湾に関して、現状の問題点とその解決

策について解説を行い、豊かな博多湾の再生のために何が必要かをお話しし

ます。 

磯 望 教授 

（西南学院大学） 

「地球環境変動と福岡・博多の地形・土地利用の変遷」  

博多駅からサンセルコに向かう大博通りを歩くと、意外に起伏がある。これ

らの起伏は縄文海進から現在にかけて、海水準などの地球環境変動に人の営

みが加わって形成されてきたものである。発掘調査の成果などから、最近の

約 2 万年間に生じた地球環境変動で、福岡・博多で生じた地形・土地利用の

変遷について検討した成果について紹介する。  

松隈紀生 教授 

（中村学園大学短期大学部） 

博多の郷土料理と食文化①  

博多の正月料理（博多雑煮、がめ煮、ぬたえ、七草汁）、博多の春の料理（シ

ロウオ、ひなまつり、タイ飯、あぶってかも）、博多の夏の料理（アジの博

多おし、あちゃら漬け、タラワタ）、博多のまつりと料理（どんたく、山笠、

放生会） 

博多の郷土料理と食文化② 

博多の秋の料理（ごまサバ、カマスの姿鮨、だご汁）、博多の冬の料理（鶏

の水炊き、もつ鍋、鶏ちり、イワシの湯豆腐、鍋具、せんぶきまげ）、博多の
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朝ご飯（おきゅうと、高菜の油炒め）、博多のおもてなし料理（吸い物膳）、

昔ながらのおやつ  

井手誠之輔 教授 

（九州大学） 

博多禅とその美術 

九州博多には、扶桑最初禅窟を掲げる栄西が開創した妙心寺派の聖福寺をは

じめとし、圓爾弁円が開創した東福寺派の承天寺、西都法窟の額をかかげ、

南浦紹明以降、大応派の基礎となった崇福寺などが所在し、京都・鎌倉で大

きく花開いた禅林文化の一翼をになってきた。この授業では、絵画資料を中

心に博多の禅宗寺院に伝来する作例をとりあげ、個々の伝来品を、制作当初

の場・人・モノとの関係性の文脈へと戻しながら、博多における受容の意義

や東アジア地域における美術の流通や変容について考えていく。 

神野達夫 教授 

（九州大学） 

地震防災学から見た博多 

日本は世界でも有数の地震国であり、特に近年、大地震が頻発している。ま

た、南海トラフ沿いの巨大地震や福岡市直下の警固断層における地震などの

発生も危惧されており、地震によるリスクは非常に高まっている。そこで本

講義では、地震の活動期に入った日本を生き抜くために必要な地震に関する

基礎知識とともに南海トラフ沿いの巨大地震や警固断層が活動した際の博

多地域における地震動や被害に関する最新の知見について解説する。  
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＜平成２７年度＞ 

講   義   内   容 

磯 望 教授 

（西南学院大学） 

「博多湾の環境変動と福岡・博多の地形・土地利用の変遷」 

博多駅からサンセルコに向かう大博通りを歩くと、意外に起伏があります。

これらの起伏は縄文海進から現在にかけて、海水準などの地球環境変動に人

の営みが加わって形成されてきたものです。発掘調査の成果などから、最近

の約 2 万年間に生じた地球環境変動で、福岡・博多で生じた地形・土地利

用の変遷について検討した成果について紹介します。 

松隈美紀 准教授 

（中村学園大学短期大学部） 

博多の郷土料理と食文化①  

福岡市内で食べられている四季のふるさとの味、郷土料理などの歴史や、言

葉の意味、作り方と分量などを説明することで、自分の住んでいる町の歴史

を理解し、地元の食材の知識や大切さを知ることができ、自分の言葉で博多

の歴史や食文化について、人に説明する事ができるようになる事を目的と

し、以下の講義を行います。 

博多の正月料理 

博多の春の料理 

博多の夏の料理 

博多のまつりと料理 

博多の郷土料理と食文化② 

福岡市内で食べられている四季のふるさとの味、郷土料理などの歴史や、言

葉の意味、作り方と分量などを説明することで、自分の住んでいる町の歴史

を理解し、地元の食材の知識や大切さを知ることができ、自分の言葉で博多

の歴史や食文化について、人に説明する事ができるようになる事を目的と

し、以下の講義を行います。 

博多の秋の料理 

博多の冬の料理 

博多の朝ご飯 

昔ながらのおやつ 

宮崎克則 教授 

（西南学院大学） 

1800 年ころ 古地図のなかの福岡・博多 

福岡藩家老の三奈木黒田家に伝来した「福岡城下町・博多・近隣古図」は、

縦 223 ㎝×横 226 ㎝の大きさであり、江戸時代後半の福岡・博多の様子

を描いています。これには、和歌なども書き込まれ、福岡・博多の歴史や文

化に関する豊富な記述があり、侍屋敷には武士の名前、さらに一部には石高

や家紋まで書き込まれています。 

博多は中世期より中国や朝鮮との貿易を通して栄え、島井宗室や神屋宗湛な
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ど多くの商人を生み出す貿易都市として繁栄していました。福岡は、慶長 5

年（1600）の関ヶ原戦の後、豊前中津から移ってきた黒田長政によって建

設された新都市です。絵図を読み解き、併せて福岡・博多の変遷を考えてい

きます。 

渡辺亮一 准教授 

（福岡大学） 

博多（福岡市内）で何故、都市型水害が頻発するのか？その解決方法は？ 

福岡市内の水事情について考察し、福岡市内で毎年のように発生している

都市型水害の発生メカニズムとその抑制方法を水資源の観点から見ていき

ます。また、新たに考案した雨水利用実験住宅について、どの程度の効果

を発揮するかについて詳しく説明します。 

博多湾の水質環境について、「豊かな博多湾の再生を目指して」 

博多を流れる川がすべて流れ込む博多湾に関して、現状の問題点とその解

決策について解説を行い、豊かな博多湾の再生のために何が必要かをお話

しします。 

坂上康俊 教授 

（九州大学） 

奈良平安時代福岡平野の村落景観 

福岡平野とその周辺には、特に弥生時代以降、多くの人々が暮らし、村落

を営んでいました。しかし、福岡市教育委員会がこれまでに発掘調査した

成果をまとめた千数百冊にのぼる報告書を通覧してみると、村落には消長

があったことがわかります。特に顕著なのは9世紀における集落遺跡の激

減です。実は、こういった現象は、１世紀ほどの差はあるものの全国的に

見られることです。発掘によって明らかにされたこの現象をどのように解

釈したら良いのか、さまざまな考え方を紹介しながら、特に人口変動の可

能性について、文献と照らし合わせながら検討します。 

田北雅裕 講師 

（九州大学） 

博多のまちづくり～あらたな実践～ 

2011 年に博多駅ビルがリニューアルし、さらに周辺の再開発や地下鉄延

伸の話題もあり、注目度の高いエリアとなってきた博多。本講義では「ま

ちづくり」とは何か、その基本的認識を共有した上で、博多部でのあらた

なまちづくりの実践を概観し、その取り組みを改めて評価してみます。 
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＜平成２８年度＞ 

講   義   内   容 

宮崎克則 教授 

（西南学院大学） 

1800 年ころ 古地図のなかの福岡・博多 

福岡藩家老の三奈木黒田家に伝来した「福岡城下町・博多・近隣古図」は、

縦 223 ㎝×横 226 ㎝の大きさであり、江戸時代後半の福岡・博多の様子

を描いています。これには、和歌なども書き込まれ、福岡・博多の歴史や文

化に関する豊富な記述があり、侍屋敷には武士の名前、さらに一部には石高

や家紋まで書き込まれています。 

博多は中世期より中国や朝鮮との貿易を通して栄え、島井宗室や神屋宗湛な

ど多くの商人を生み出す貿易都市として繁栄していました。福岡は、慶長 5

年（1600）の関ヶ原戦の後、豊前中津から移ってきた黒田長政によって建

設された新都市です。絵図を読み解き、併せて福岡・博多の変遷を考えてい

きます。 

松隈美紀 教授 

（中村学園大学短期大学部） 

博多の郷土料理と食文化①  

福岡市内で食べられている四季のふるさとの味、郷土料理などの歴史や、言

葉の意味、作り方と分量などを説明することで、自分の住んでいる町の歴史

を理解し、地元の食材の知識や大切さを知ることができ、自分の言葉で博多

の歴史や食文化について、人に説明する事ができるようになる事を目的と

し、以下の講義を行います。 

博多の正月料理 

博多の春の料理 

博多の夏の料理 

博多のまつりと料理 

博多の郷土料理と食文化② 

福岡市内で食べられている四季のふるさとの味、郷土料理などの歴史や、言

葉の意味、作り方と分量などを説明することで、自分の住んでいる町の歴史

を理解し、地元の食材の知識や大切さを知ることができ、自分の言葉で博多

の歴史や食文化について、人に説明する事ができるようになる事を目的と

し、以下の講義を行います。 

博多の秋の料理 

博多の冬の料理 

博多の朝ご飯 

昔ながらのおやつ 

岩﨑義則 准教授 

（九州大学） 

近世初期の博多・福岡と江月宗玩 

堺の豪商・津田宗及の子であり、京都大徳寺住持となった臨済宗の禅僧江月
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宗玩（1574-1643）をとりあげます。宗玩は、博多崇福寺の住持も勤め、

黒田家との関連もたいへん深い禅僧です。宗玩の博多・福岡での活動を、そ

の伝記・語録などを用いて、再構成してみます。特に、宗玩に縁がある興徳

寺（姪浜）の山門額が、京都大徳寺における朝鮮通信使との文化交流の結実

であることを論じてみます。 

渡辺亮一 教授 

（福岡大学） 

博多（福岡市内）で何故、都市型水害が頻発するのか？その解決方法は？ 

福岡市内の水事情について考察し、福岡市内で毎年のように発生している

都市型水害の発生メカニズムとその抑制方法を水資源の観点から見ていき

ます。また、新たに考案した雨水利用実験住宅について、どの程度の効果

を発揮するかについて詳しく説明します。 

博多湾の水質環境について、「豊かな博多湾の再生を目指して」 

博多を流れる川がすべて流れ込む博多湾に関して、現状の問題点とその解

決策について解説を行い、豊かな博多湾の再生のために何が必要かをお話

しします。 

黒木俊秀 教授 

（九州大学） 

夢野久作「ドグラ・マグラ」に読む大正・昭和初期の博多文化 

1935 年、夢野久作（本名、杉山直樹。父親は、玄洋社の杉山茂丸）が発表

した長編小説「ドグラ・マグラ」は、我が国を代表する怪奇小説として知ら

れている。本作の舞台は、大正から昭和初期の博多であり、当時、九州日報

の記者であった作家は、九州帝国大学医学部精神病学教室を頻繁に取材に訪

れていた。本講義では、「ドグラ・マグラ」の背景を読み解き、そこに東京

と比肩すべき高い水準にあった往時の博多文化の香りを味わってみたいと

思う。 

山根明弘 准教授 

（西南学院大学） 

博多湾周辺の自然（「漂着物学」と「ネコ学」） 

博多湾周辺の海岸には、様々な漂着物が打ち上げられる。それらは、遠く南

の島より黒潮によって流れ着いたヤシの実であったり、丸木舟などの異国の

人々の生活の道具、アオイガイやウミガメなどの近海の海に棲む生き物たち

など様々である。海岸はいわば、文化的、自然史的な資料が集まった、屋外

の博物館のような場所である。漂着物採集の魅力についてお話しする。次に、

玄界灘に浮かぶ相島は、人と猫が理想的なかたちで共存をする島として、海

外からも注目されている。演者のノラネコの研究も含めた、相島でのネコ学

について、お話しする。 
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＜平成２９年度＞ 

講   義   内   容 

松隈美紀 教授 

（中村学園大学短期大学部） 

博多の郷土料理と食文化①  

本授業は、古くから東アジアに開かれた玄関口として発展を続け、多くの歴

史遺産や豊かな郷土文化を今に受け継いできた博多（広い意味での福岡市）

について学び、その地域周辺で食されている四季の郷土料理を通して、歴史

や文化（食文化）、生活、年中行事、国際交流、産業を理解し、地元食材の知

識や大切に使う心を養い、地域社会やグローバル社会において、自分の言葉

で博多の歴史や食文化について、人に説明することができる事を目的とし、

以下の講義を行う。 

＜博多の郷土料理と食文化＞①（90 分） 

郷土料理を生み出す要素 

１．気候・風土 ２．歴史 ３．宗教 ４．教育 

博多の郷土料理と食文化② 

本授業は、古くから東アジアに開かれた玄関口として発展を続け、多くの歴

史遺産や豊かな郷土文化を今に受け継いできた博多（広い意味での福岡市）

について学び、その地域周辺で食されている四季の郷土料理を通して、歴史

や文化（食文化）、生活、年中行事、国際交流、産業を理解し、地元食材の知

識や大切に使う心を養い、地域社会やグローバル社会において、自分の言葉

で博多の歴史や食文化について、人に説明することができる事を目的とし、

以下の講義を行う。 

＜博多の郷土料理と食文化＞②（90 分） 

・博多の正月料理  ・博多の四季（春・夏・秋・冬）の料理 

・博多の祭りと料理 ・博多の朝食とおもてなし料理 

・昔ながらのおやつ ・郷土料理とは 

渡辺亮一 教授 

（福岡大学） 

博多（福岡市内）で何故、都市型水害が頻発するのか？その解決方法は？ 

福岡市内の水事情について考察し、福岡市内で毎年のように発生している都

市型水害の発生メカニズムとその抑制方法を水資源の観点から見ていきま

す。また、新たに考案した雨水利用実験住宅について、どの程度の効果を発

揮するかについて詳しく説明します。 

博多湾の水質環境について、「豊かな博多湾の再生を目指して」 

博多を流れる川がすべて流れ込む博多湾に関して、現状の問題点とその解決

策について解説を行い、豊かな博多湾の再生のために何が必要かをお話しし

ます。 

佐伯弘次 教授 

（九州大学）  

中世の博多と東アジア 

中世（11 世紀～16 世紀）の博多は、国際貿易都市として栄えた。とくに

11 世紀後半の日宋貿易の時代に遺構・遺物が激増するため、この時期に都

市化したと考えられている。その後、宋・元・明、高麗・朝鮮、琉球との交



20 
 

易で繁栄した。 

こうした都市博多と東アジア諸国との関係を、文献史料や考古資料などか

ら、多面的に考えたい。 

宮崎克則 教授 

（西南学院大学） 

1800 年ころ 古地図のなかの福岡・博多 

福岡藩家老の三奈木黒田家に伝来した「福岡城下町・博多・近隣古図」は、

縦 223 ㎝×横 226 ㎝の大きさであり、江戸時代後半の福岡・博多の様子

を描いています。これには、和歌なども書き込まれ、福岡・博多の歴史や文

化に関する豊富な記述があり、侍屋敷には武士の名前、さらに一部には石高

や家紋まで書き込まれています。  

博多は中世期より中国や朝鮮との貿易を通して栄え、島井宗室や神屋宗湛な

ど多くの商人を生み出す貿易都市として繁栄していました。福岡は、慶長 5

年（1600）の関ヶ原戦の後、豊前中津から移ってきた黒田長政によって建

設された新都市です。絵図を読み解き、併せて福岡・博多の変遷を考えてい

きます。 

箕浦永子 助教 

（九州大学） 

明治初頭の博多における社会的結合と町 

博多は、太宰府の外港として成立し、地形の変化を伴いながら都市を形成し

てきた。この土地の上では、地縁・血縁・職業・宗教・文化など様々な社会

的結合が取り結ばれ、近世末までに成熟した都市社会が築かれた。博多にお

いて、この社会的結合の基盤を成すのが「町（ちょう）」である。しかし、近

世末までの都市社会は明治初頭に再編が試みられる。この実態を講義すると

ともに、社会的結合と町について考える。 

山根明弘 准教授 

（西南学院大学） 

博多湾周辺の自然（「漂着物学」と「ネコ学」） 

博多湾周辺の海岸には、様々な漂着物が打ち上げられる。それらは、遠く南

の島より黒潮によって流れ着いたヤシの実であったり、丸木舟などの異国の

人々の生活の道具、アオイガイやウミガメなどの近海の海に棲む生き物たち

など様々である。海岸はいわば、文化的、自然史的な資料が集まった、屋外

の博物館のような場所である。前半では漂着物採集の魅力についてお話しす

る。次に、玄界灘に浮かぶ相島は、人と猫が理想的なかたちで共存をする島

として、海外からも注目されている。後半では、演者のノラネコの研究も含

めた、相島でのネコ学について、お話しする。 
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４．これまでの履修者・単位認定者数 

 

  

平成２９年度 九州大学 西南学院大学 中村学園大学 福岡大学 福岡歯科大学 計 

履修者数 17 4 16 8 37 82 

単位認定者数 10 2 11 6 31 60 

       

平成２８年度 九州大学 西南学院大学 中村学園大学 福岡大学 福岡歯科大学 計 

履修者数 32 8 13 12 43 108 

単位認定者数 24 7 11 8 39 89 

       

平成２７年度 九州大学 西南学院大学 中村学園大学 福岡大学 福岡歯科大学 計 

履修者数 45 1 10 28 40 124 

単位認定者数 36 1 9 25 30 101 

       

平成２６年度 九州大学 西南学院大学 中村学園大学 福岡大学 福岡歯科大学 計 

履修者数 5 11 28 5 12 61 

単位認定者数 5 9 19 4 4 41 

       

平成２５年度 九州大学 西南学院大学 中村学園大学 福岡大学 福岡歯科大学 計 

履修者数 25 5 21 4 24 79 

単位認定者数 12 5 13 4 6 40 

       

平成２４年度 九州大学 西南学院大学 中村学園大学 福岡大学 福岡歯科大学 計 

履修者数 15 7 12 13 33 80 

単位認定者数 10 5 12 12 15 54 

       

平成２３年度 九州大学 西南学院大学 中村学園大学 福岡大学 福岡歯科大学 計 

履修者数 26 8 14 4 18 70 

単位認定者数 19 6 8 4 17 54 

       

平成２２年度 九州大学 西南学院大学 中村学園大学 福岡大学 福岡歯科大学 計 

履修者数 21 14 20 7 30 92 

単位認定者数 13 11 18 6 29 77 
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５．受講した学生からの意見 

 

 

 

 

 

 

  

＜現地見学について＞ 

 ・自分が住む地域を知る良い機会となった。 

 ・他の施設に興味を持つきっかけとなった。 

 ・普段入れないような場所にも入れ、貴重な話を聞くことができた。 

・身近な場所だからこそ意外と知らないことが多く、新しい発見をすることができた。 

 ・現地でその専門の人の話をきくことができ、ためになった。 

・実際に大きさを見て、触れて、五感で感じたことで対象に潜む真実がより理解できた。 

・博多の町並みを見て回る感じはとても良かったので続けてほしい。また、町の中にある店

などの人の話を聞けるというのが印象的だった 

＜集中講義について＞ 

 ・他大学と合同で色々な先生の授業がオムニバス式の授業があるのは新鮮だった。 

 ・五つの大学の先生の授業が受けられ各大学の雰囲気まで想像できて楽しかった。 

 ・博多の魅力だけでなく、危機を感じる授業もあり、ためになった。 

 ・自分が生まれる前の歴史や昔から伝わるものなど新しい発見があった。 

 ・多くの角度から博多について学ぶことができた。 

 ・歴史・文化・地理・環境とバランス良く授業が設定されていた。 

 ・福岡の成り立ちや郷土料理など福岡についてある程度説明できるようになった。 

・「博多」という一つのテーマで、多方面からアプローチすることができて興味深かった。

また講義間に意外な接点などを発見することができて楽しかった。 

＜グループディスカッションについて＞ 

 ・他大学の学生と話す機会を設けてあり、交流することができた。 

 ・自分以外の意見を聞けたことにより、講義の内容を整理することができた。 

 ・自分が授業内で感じたこととは違う意見や正反対の意見が多くあり、発想を広げるため

の良い機会になった。 

 ・たくさんの人と仲良くなれた。 

  ・初対面の人とのディスカッションだが、短時間でまとめる力が身についた。 

  ・相手の自由な意見を聞けたり、相手を納得させるための事例を挙げながら話したりする 

   ことの大切さを学ぶことができた。 

  ・社会人になるとリーダーシップを発揮しなければならない場面が多いので、このような機

会はありがたいと思った 
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